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５章 特定事業計画の推進 

５－１ 実現化方策 

 （１）支援・施策 

特定事業に関しては、その事業費の問題が大きな制約になると考えられる。バリアフリー整備の実現を目指

していくためにも、国による支援・施策を積極的に活用し、事業実施のための財源を確保する。 

以下に、国の補助事業等による支援策メニューを示す。 

 

（国の補助事業等による支援策メニュー） 

   ○公共交通機関のバリアフリー化 

     ・自動車（バス・タクシー）・・・・・・・・・・地域公共交通確保維持改善事業 

     ・旅客船・旅客船ターミナル・・・・・・・・・・地域公共交通確保維持改善事業 

                            港湾機能高度化施設整備費補助金 

     ・空港・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地域公共交通確保維持改善事業 

                            空港整備補助事業 

   ○重点整備地区、都市公園におけるバリアフリー化 

     ・重点整備地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・社会資本整備総合交付金／防災・安全交付金 

                            （都市再生整備計画事業） 

     ・都市公園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・社会資本整備総合交付金／防災・安全交付金 

                            （都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業） 

   ○都市交通、公的賃貸住宅等におけるバリアフリー化 

     ・都市交通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・都市・地域交通戦略推進事業 

     ・公的賃貸住宅等・・・・・・・・・・・・・・・・サービス付き高齢者向け住宅整備事業 

                            民間住宅活用型住宅セーフティーネット整備推進事業 

   ○特定事業計画 

     ・バリアフリー整備事業全体・・・・・・・・・・防災・安全交付金 
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 （２）普及・啓発 

障がい者や高齢者等の自立した日常生活や社会生活を確保することの重要性について理解を深め、自

然に支え合うことができるようにするため、幅広い市民参加による各種の普及・啓発活動及び児童生徒や社

会人などを対象に様々な機会を活用した幅広い教育活動を推進する。 

具体的な心のバリアフリーの取り組みを以下に示す。 

 

表 具体的な心のバリアフリー取り組み内容 

取り組み項目 取り組み内容 

パンフレットの作成・配布 

バリアフリー情報の提供や移動に困っている方への接し方、介助の仕方等の周

知、放置自転車や路上占有物が障害物となっていることへの理解を深めることを

目的として、パンフレットやポスター等を作成し、小学校などへ配布する。 

バリアフリー関連情報の提

供 

本市や公共交通事業者等のホームページ、市の広報等を活用した、市のバリ

アフリー化の状況報告、放置自転車や路上占有物をなくすことを目的として、市

HP や広報誌を利用したＰＲ等を実施する。 

情報交換、交流機会の創

出 

情報交換、意見交換や自治会ごとのワークショップ及びイベント等の開催・支援

により、交流機会の場を創出する。 

バリアフリーマップの作成 

本市・公共交通事業者・通り会・市民等の連携によって、店舗や周辺道路の

バリアフリー化の状況を示したバリアフリーマップを作成し、市民や観光客等へ配布

する。 

地域活動の支援 
自治会や NPO・障がい者団体等の独自の点検など、バリアフリー化に向けた

地域の活動を支援する。 

バリアフリー教室等の実施 

市内の児童や学生・市民や各事業者等に向けて、広く様々な方に車いす等を

実際に体験し、移動に制約を受ける状況や支援の必要性について理解を深める

ことを目的として、バリアフリー教室等を実施する。 

まち歩き点検等の実施 
車いす体験等の疑似体験を含む、一般市民参加によるまち歩き点検調査等

を継続して実施する。 

放置自転車、占用物等の

指導、取締り 

本市・公共交通事業者・通り会・市民等が連携を図り、商品、看板等の路上

占有物・放置自転車の実態の把握と防止を目的として、定期的に点検を実施す

るとともに、それらに対する指導、又は撤去等の取締りを実施する。 
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５－２ 推進体制 

 （１）推進体制の検討 

本計画で定められた事業内容等を実現していくため、各事業者は本計画で定めた「特定事業計画」に基

づき、バリアフリー化事業を実施していくことになる。 

また、「特定事業計画」に基づく、バリアフリー整備の進捗状況を確認していくためには、継続的に協議・検

討していく体制整備が必要となる。 

したがって、本協議会終了後に「（仮称）宮古島市バリアフリー特定事業調整会」（以下、″調整会“と

いう）を発足させ、バリアフリー整備における協議や調整、事後評価を行い、広く市民・利用者への情報提供

に努め、バリアフリー整備を継続的に推進していく事とする。 

 

○ 計画・設計段階から高齢者や障がい者、地域住民等との意見交換・協議・調整できる体制づくりと整

備後の事後評価などの実施 

○ 今後の整備の進捗状況を踏まえ、事業者間の調整や、社会経済情勢などを考慮に入れた「特定事

業計画」の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 バリアフリー特定事業計画推進体制イメージ 

 

 
 

現在の「特定事業策定調整部会」 

を母体にした進捗管理    

 

メンバーは、「特定事業策定調整部会」に以

下の方々を加える。 

 

 

●高齢者・障がい者等代表 

 

●地域住民代表 

本協議会 

より選任して 

2～3名 

「(仮称)宮古島市バリアフリー 

特定事業調整会」構成イメージ 

宮古島市バリアフリー基本構想 

特定事業計画等の作成 

特定事業等の実施 

新たな課題 

事業計画等の
説明 

事業計画等に
対する意見 

整備に対する 
事後点検評価 

実施状況に応
じて要請 

年１回程度、“調整会”を行う。 

 
“部会”に諮る。  
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 （２）継続的・段階的なバリアフリー化の推進（スパイラルアップ） 

「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」というバリアフリー（ユニバーサルデザイン）の考え方に基づく環境

整備の目標を実現するためには、計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、改善（Action）のＰ

ＤＣＡサイクルを適切に運用し、継続的・段階的にバリアフリー化を推進していくことが必要である。 

今後は、推進協議会を活用しながら市民意見を反映し、下記のとおり管理を実施する。 

 

■ＰＰｌｌａａｎｎ  特特定定事事業業計計画画のの作作成成 

特定事業計画を各管理者が作成する。 

 

■ＤＤｏｏ  事事業業のの実実施施 

特定事業計画の作成又は更新後に事業を実施

する。 

 

■ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ  民民間間事事業業者者等等 

関係機関との連携 

進行管理シートの記載依頼や具体的な調整は、

市と民間事業者等関係機関が密に連携を図りなが

ら進めていく。 

 

■ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ  進進行行管管理理シシーートトのの運運用用 

市は特定事業計画の作成後も事業の進捗状況

管理するため、各管理者が作成した進行管理シー

トを基に、定期的に各事業のバリアフリー化実施状

況を把握していく。 

 

■ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ  市市民民意意見見のの把把握握 

バリアフリー化の実現に向けて、市が作成した特

定事業計画に対してパブリックコメントや当事者への

意見聴取等を行うことで、市民の意見を把握してい

く。 

 

■ＡＡｃｃｔｔｉｉｏｏｎｎ  事事業業計計画画のの見見直直しし・・更更新新 

進行管理シートの運用やパブリックコメント等により状況を把握した上で、推進協議会を通じて特定事業計画や

基本構想そのものの見直し・更新を図り、より有意義で効果的なバリアフリー化の実践を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

図 スパイラルアップのイメージ 

出典：国土交通省HP 

 

※次節参照 
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 （３）継続的なモニタリング 

本計画の策定主体である本市の責任として、各事業の進捗状況を把握・評価し、必要に応じて助言する

ことが必要となる。 

そのため、心のバリアフリーを含めたバリアフリー化対応の継続的な点検評価及び調査が必要となる。具体

的には、本市・関係事業者・市民で構成する推進協議会を短期（平成25年～3年程度）、中期（平成

25年～5年程度）、長期（平成25年～10年程度）的な視点の中で特定事業の進捗確認を行う。調

整会は、本市重点整備地区における事業進捗並びに整備後のモニタリング、さらには、その結果を踏まえて必

要となる事業推進のための助言等を関係事業者に行っていく。 

また、この調整会では、市民や利用者からの声を随時反映しながら取り組み、広報・ホームページ等で情

報を提供していく事とする。 

 

表 調整会による特定事業計画の進捗管理スケジュール 

年次 宮古島市 各事業者 

平成 25年度 ○特定事業計画の策定  ○本協議会への諮問・答申 

○特定事業計画の作成・提出 

平成 26～27

年度 

○調整会との調整 

○進捗管理 

○特定事業計画の進捗確認 

○事業者（施設設置管理者）と

の事前協議、完了報告等 

○特定事業計画の進捗を報告 

平成 28年度 

（短期的目標

年） 

○調整会の実施 

⇒特定事業計画の進捗を検証・評価 

○特定事業の進捗を報告 

○特定事業計画の見直し・提出 

平成 29～30

年度 

○調整会との調整 

○進捗管理 

○特定事業計画の進捗確認 

○事業者（施設設置管理者）と

の事前協議、完了報告等 

○特定事業計画の進捗を報告 

平成 31年度 

（中期的目標

年） 

○調整会の実施 

⇒特定事業計画の推進を検証・評価 

○特定事業の進捗を報告 

○特定事業計画の見直し・報告 

平成 32～34

年度 

○調整会との調整 

○進捗管理 

○特定事業計画の進捗確認 

○事業者（施設設置管理者）と

の事前協議、完了報告等 

○特定事業計画の進捗を報告 

平成 35年度 

（長期的目標

年） 

○調整会の実施 

⇒特定事業計画の進捗を検証・評価 

⇒基本構想の見直し（必要に応じて） 

○特定事業の進捗を報告 

○特定事業計画の見直し・提出 

※以降、概ね５年ごとに調整会を実施し、バリアフリーの推進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
普
及･

啓
蒙 
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５－３ 進捗管理 

 （１）進捗管理の枠組み（流れ） 

本市では、特定事業計画の円滑な実施、推進を図り目的を達成するために、以下に示す内容及び枠組

み（流れ）で進捗管理を行う事とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 進捗管理概要図 

 

 

 （２）進め方 

進捗管理の進め方は、（１）に示した進捗管理概要図に基づき様式・図書、写真等により、本市と事業

者（施設設置管理者）とが事前協議を行い、工事完成後に届出（所定の様式・図書、写真等）により

確認をしていく事とする。 

事前協議から届出に至る間には、調整会による点検・評価を実施し、計画内容を確認する。進捗管理の

具体的な方法は、次頁以降に示す「進捗管理シート」（スケジュール、整備内容）により実施する。 

 

１）特定事業別担当部署 

進捗管理は、次項に示す担当部署ごとに作成する事とし、特定事業別担当部署一覧リストとして整理

した。 

  

 

 

◆対象施設等 

・基本構想に基づく、特定事業計画に示された施設 

・整備基準は、「沖縄県福祉のまちづくり条例」施設整備マニュアルに準ずる 

 

◆手続き 

事前協議（新設、改修） 

 

 

工事完了届 

 

 

◆進捗管理 

進捗管理シート作成 

 

・ ・ ・ ・ 事前協議書の提出 

          （届出様式、図書、写真等） 

・ ・ ・ ・ 工事完了届の提出 

          （届出様式、図書、写真等） 

 

[特定事業計画実施の進め方] 
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表 特定事業別担当部署一覧 

 
  

事業箇所 特定事業種別 担当部署

バス 公共交通 宮古協栄バス（民間）

バス・タクシー 公共交通 八千代バス・タクシー（民間）

タクシー 公共交通 宮古タクシー（民間）

宮古空港ターミナルビル 公共交通 宮古空港ターミナルビル株式会社（民間）

平良港ターミナルビル 公共交通 宮古島マリンターミナル㈱（民間）

平良港ターミナル 公共交通 宮古島市　港湾課

平良久松港線（カママ嶺公園前） 道路 宮古土木　街路班

平良久松港線（久松線） 道路 宮古土木　街路班

高野西里線（マクラム通り線） 道路 宮古土木　街路班

平良久松港線（久松線） 道路 宮古土木　街路班

平良城辺線（西里通り） 道路 宮古土木　維持班

西環状線（国道390号） 道路 宮古土木　維持班

市場通り線（県道高野西里線） 道路 宮古土木　維持班

下里通り線（県道平良新里線） 道路 宮古土木　維持班

平良保良線（主要地方道平良城辺線） 道路 宮古土木　維持班

空港線（主要地方道平良城辺線） 道路 宮古土木　維持班

大原線 道路 宮古島市建設部都市計画課　都市整備係

大道線 道路 宮古島市建設部都市計画課　都市整備係

下里通り 道路 宮古島市建設部都市計画課　都市整備係

中央縦線 道路 宮古島市建設部道路建設課

中央通り線（市道Ａ-23号線） 道路 宮古島市建設部道路建設課

中央縦線（平良城辺線） 道路 宮古島市建設部道路建設課

Ａ-32号線 道路 宮古島市建設部道路建設課

Ｂ-80号線 道路 宮古島市建設部道路建設課

久貝30号線 道路 宮古島市建設部道路建設課

カママ嶺公園 公園 宮古島市建設部都市計画課

市役所～ショッピングタウン 交通安全 沖縄県公安委員会

市役所～公設市場～宮古病院 交通安全 沖縄県公安委員会

市役所～平良保健センター 交通安全 沖縄県公安委員会

平良港～公設市場～市役所 交通安全 沖縄県公安委員会

重点整備地区区域内 交通安全 宮古警察署

宮古島市役所平良庁舎 建築 宮古島市　総務部財政課

マティダ市民劇場 建築 宮古島市　教育委員会　生涯学習部

平良図書館 建築 宮古島市　教育委員会　生涯学習部

中央公民館 建築 宮古島市　教育委員会　生涯学習部

働く女性の家 建築 宮古島市　企画政策部

宮古島市福祉センター 建築 宮古島市　生活環境部　健康増進課

公設市場 建築 宮古島市　観光商工局　商工物産交流課

平良老人福祉センター 建築 宮古島市　福祉部　介護長寿課

オリタ食品館 建築 株式会社サンエー（民間）

ショッピングタウン 建築 株式会社サンエー（民間）

カママヒルズ食品館 建築 株式会社サンエー（民間）

宮古郵便局 建築 日本郵便株式会社（民間）

平良西里郵便局 建築 平良西里郵便局（民間）

平良下里郵便局 建築 平良下里郵便局（民間）

琉球銀行 建築 琉球銀行（民間）

沖縄銀行 建築 沖縄銀行（民間）

海邦銀行 建築 海邦銀行(民間）

労働金庫 建築 労働金庫（民間）
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 （３）手続きの例示 

１）に示した進捗管理概要図の「手続き」例を示す。 

①事前協議 

事前協議は、以下に示す事前協議書、チェックリスト及び図面・現況写真にて行う。 

 

 
 

  

建築物 特定事業   

特定事業 事前 協議 書   

作成日 ： 平成 26 年 2 月   

  

生活関連施設名   平良老人福祉センター   

施設管理者名   宮古島市役所   福祉部介護長寿課   

特定 事業内容   事業量   
事業費   

（千円）   

実施予定期間   

着手   完了   

・ 視覚障がい者誘導用ブロックの設置   

１０ m   １５０   

平成２ 

７年４ 

月   

平成２ 

７年８ 

月   

・ 出入口スロープの設置・改善（でこぼ 

こ、急勾配の改善など）＊設置済（簡 

易型）   

１箇所   

      

・ だれもが円滑に利用出来るトイレまた 

は障がい者用トイレの設置   １箇所   ４００   

平成２ 

７年４ 

月   

平成２ 

７年８ 

月   

・ 障がい者用駐車場の設置   

１箇所   ５００   

平成２ 

７年４ 

月   

平成２ 

７年８ 

月   

          

資金調達の方法   自己資金   

事業実施に際して   

配慮すべき 重要 事項   

・障害者用トイレは既に設置されているので、オストメイトト 

イレ水洗器具は簡易型を設置。   
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表 建築物チェックリスト 

 

出典：京都市建築物等のバリアフリーの促進に関する条例「整備マニュアル」整備基準チェックリスト 
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②工事完了届 

工事完了届は、以下に示す特定事業完了届のほかに、チェックリスト及び図面・現況写真にて行う。 

 

 

建築物特定事業 

特定事業完了届 

作成日：平成○○年○月 

事業実施箇所、写真等 

 

 

 

 

 

 

 

生活関連施設名 平良老人福祉センター 

施設管理者名 宮古島市役所 福祉部介護長寿課 

特定事業実施内容 事業量 
事業費 

（千円） 

実施期間 

着手 完了 

・視覚障がい者誘導用ブロックの設置 １０ｍ 

１５ｍ 
１５０ 

H27.4 H27.8 

・出入口スロープの設置・改善（でこぼ

こ、急勾配の改善など）＊設置済（簡易

型） 

１箇所 

   

・だれもが円滑に利用出来るトイレまた

は障がい者用トイレの設置 
１箇所 ４００ 

H27.4 H27.8 

・障がい者用駐車場の設置 
１箇所 ５００ 

H27.4 H27.8 

H27.10 

     

資金調達の方法 自己資金 

事業実施に際して 

配慮すべき重要事項 

・障害者用トイレは既に設置されているので、オストメイトト

イレ水洗器具は簡易型を設置。 
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③進捗管理シート 

（１）に示した進捗管理概要図の「進捗管理シート作成」例を次頁以降に示す。 
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■ 進捗管理シート様式（案） 

 

 図 進捗管理シート様式（案） 
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36 以 

降 
道路管 
理

者 

公安委 
員

会 

その他 
事業者 

概 略

平 面 図

等 

そ の

他 関連図 
補 助

事 業 
事業費（千 
円

） 
計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 

計

画 

実

施 

計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 計

画 実

施 
 

ー 

配慮事項 路線名 事業者名 
事業内容 

（●:特定事業、○:その他事業又はソフト事 
業

） 

延長･箇 
所

数 

事業主体 

実施状況 

事業の実施計画（年度） 

○バス停留所の整備 300ｍ 

宮古島市 
道路建設課 中央縦線 

● 
  

 

 

図面等添付の有

無 備考（事業実施の変更理 
由

） 
ー ○ ○ ー 

  

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

33 年度から 
整備予定 

31 年度から 
整備予定 

現場条件を勘案の 
上、路面の凸凹

等 の改善や歩行空間 
の障害物と併せて、 

歩行空間の確保を 
検討していく必要が 
ある。そのためには、 

近隣住民等に対

し 事業趣旨の説明を 
行い理解と協力を得 

る必要がある。 

市道の引き継ぎ処 

理必要である。（西 
里通りの移管後、県 

が事業を進める）無 
電柱化占用者合意 

が必要である。 

●歩道の勾配の改善 300ｍ ● 
  

●路面の凸凹等の改善 300ｍ ● 
  

○交差点改良工事（歩行者の滞留空間 

等

） 

300ｍ ● 
  

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 300ｍ ● 
  

●障害物（植栽･電柱等）の移設･撤去 300ｍ ● 
 

○ 

●休憩施設（ベンチ等）の設置 300ｍ ● 
  

 

360,000 

●道路のバリアフリー化（歩道の段差解消） 
 

762ｍ ● 
  

左記年度 
整備予定 

近隣住民等に対し 

事業趣旨の説明を 
行い理解と協力を得 

る必要がある。 

 

ー ○ ○ ー 

●無電柱化及びセミフラット化の改修 400ｍ ● 

 

○ 

宮古島市 
道路建設課 

 

中央通り線 
市道 Ａ― 

２３号線 

下里通り 
宮古島市 
道路建設課 

●道路移動円滑化基準に沿った都市計画道 
路の整備 

左記年度 
整備予定 

●電柱を歩道端へ移設 762ｍ ● 
 

○ 
左記年度 
整備予定 

●点字ブロックの設置 762ｍ ● 
  

● 
  

検討中 

ー ー 

●歩道の新設 
 

● 
  

検討中 

整備済み 
  

ー ー 

 
済 ● 

  

 

ー ー ー 

市道 Ｂ- 
80 号線 

宮古島市 
道路建設課 

●歩道の拡幅 
 

● 
  

整備中 

  

ー ー ー 

市道 Ａ- 

32 号線 
宮古島市 
道路建設課 

ー 

  
●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 

 

 

ー ー ー ー 

整備中 

市道 久貝 
30 号線 

宮古島市 
道路建設課 

●歩道の新設 
 

● 
  

検討中 

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 
 

● 
  

検討中 

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 
 

● 
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■ 進捗管理シートの表現イメージ 

 
図 進捗管理シートの表現イメージ 
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36以

降

道路管

理者

公安委

員会

その他

事業者

概略平

面図等

その他関

連図・写

真

補助事

業

事業費（千

円）

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

計画

実施

実施状況 配慮事項
備考（事業実施の変更理

由）

図面等添付の有無

中央縦線
宮古島市

道路建設課

○バス停留所の整備 300ｍ ●

路線名 事業者名
事業内容

（●:特定事業、○:その他事業又はソフト事

業）

延長･箇

所数

事業の実施計画（年度） 事業主体

○ ー

●路面の凸凹等の改善 300ｍ ●
33年度から

整備予定

●歩道の勾配の改善 300ｍ

33年度から

整備予定

現場条件を勘案の

上、路面の凸凹等

の改善や歩行空間

の障害物と併せて、

歩行空間の確保を

検討していく必要が

ある。そのためには、

近隣住民等に対し

事業趣旨の説明を

行い理解と協力を得

る必要がある。

ー ○

○交差点改良工事（歩行者の滞留空間

等）
300ｍ ●

33年度から

整備予定

●
33年度から

整備予定

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 300ｍ ●
33年度から

整備予定

●障害物（植栽･電柱等）の移設･撤去 300ｍ ● ○
33年度から

整備予定

●休憩施設（ベンチ等）の設置 300ｍ ●
33年度から

整備予定

360,000

●無電柱化及びセミフラット化の改修 400ｍ ● ○
31年度から

整備予定

中央通り線

市道　Ａ―

２３号線

宮古島市

道路建設課

●道路のバリアフリー化（歩道の段差解消）
762ｍ ●

●

市道の引き継ぎ処

理必要である。（西

里通りの移管後、県

が事業を進める）無

電柱化占用者合意

が必要である。

○ ー

●点字ブロックの設置 762ｍ ● 整備済み

●電柱を歩道端へ移設 762ｍ

整備済み

近隣住民等に対し

事業趣旨の説明を

行い理解と協力を得

る必要がある。

事業は予定通り実施された。

ー ○

○ 整備済み

ー ー ー

市道　Ａ-

32号線

宮古島市

道路建設課

●歩道の新設 ●

整備済み
ー

下里通り
宮古島市

道路建設課

●道路移動円滑化基準に沿った都市計画道

路の整備
済 ●

●

ー

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 ●
32年度から

整備予定

32年度から

整備予定 当初、検討中であったが、事

業計画の目途がついた。

ー ー ー

市道　久貝

30号線

宮古島市

道路建設課

●歩道の新設 ●

ー ー

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 ● 整備中

整備中
○○により、事業実施の期間

が大幅に伸びた。

ー ー

市道　Ｂ-

80号線

宮古島市

道路建設課

●歩道の拡幅

ー ー

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置 ● 検討中

検討中
ー ー

事業内容 

枠の色 進行状況 

 未整備 

  整備中 

 整備済 

 

凡例 

事業期間 

→の色 時期の内容 

 計画事業期間 

  実施事業期間 

 変更事業 

計画期間 
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 （４）利用者側の視点の反映 

特定経路において実施する、道路のバリアフリー化事業等の具体的な内容を定める特定事業計画の進捗

を管理するに当たっては、今後、道路の実態などを詳細に検証（点検）したうえで、具体的な改善方策につ

いてさらなる検討を加えていく必要がある。 

このため、市民、高齢者、障がい者等の利用者の意見を聴きながら、様々な観点から道路等特定事業計

画の内容についても検討を行い、また、道路等特定事業計画と密接に関連する交通安全特定事業計画の

内容についても、あわせて検討を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 特定事業計画の推進の流れ 
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（仮称）宮古市バリアフリー特定事業調整会 

市民、高齢者、障がい者等の利用者 

進捗状況の報告 

情報の提供 

進捗管理 意見の反映 

意見 
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５－４ 今後の展開 

本計画の対象である「重点整備地区」は、本市において今後想定している5つの重点整備地区（観光地）

の中で最初の策定地区であり、全体構想の基本方針にも示した「心のバリアフリーの推進」を含めた本市におけ

るバリアフリー整備の考え方をほかの５つの重点整備地区へ波及させ、更には本市全体に展開していく上でのモ

デル地区となる。 

今後は、本計画の検討プロセスを通じて得られた見地やノウハウを、ほかの５地区に展開し、重点整備地区

相互のネットワーク形成を図る。具体的には、生活関連経路の設定において、重点整備地区周辺との連携を

考慮することで、重点整備地区周辺へバリアフリー化を波及させ、“観光のまちづくり”を推進する上で本市全体

のバリアフリー化による活性化を目指す。 

 

 
 

図 宮古島市全体へのバリアフリー化波及イメージ 


